
（団体名を記載）(株)bonds/共同提案団体名(株)エネリンク
（提案タイトルを記載）ESP(エネルギー・サービス・プロバイダ）方式による
クリーン社会への取り組み

令和６年度民間提案型官民連携モデリング事業 シーズ提案書（民間事業者）

②提案の概要

①提案によって解決する地方公共団体が抱える課題イメージ
現在、地方公共団体は電力会社の入札不調やカーボンニュートラルを目的としたグリーン社会の実現に向けた入札が行われてない。
ESP方式を導入したことにより公平性を保ち、グリーン社会の実現が可能になります。具体的には再エネ100%での電力供給やRE100による電力供給が可能になります。
電力消費に由来する排出量 はどの部門（電力/石炭/ガス）でも大きな割合 を占めているため、電力の 再エネ化ならびに運用改善 を図るには太陽光や蓄電池など部材購入に
よって脱炭素社会を作る事が可能ですがデメリットとしては「初期投資が必要」「投資からの回収年数が長い」「製品の寿命による劣化の問題」など課題もあります。
ESP方式は「初期投資なし」「回収年数はなし」「製品として設置をしない」と大きなメリットがある商材になります。
人口10万に規模の自治体様で採用された場合街は路灯や小中学校や庁舎などすべての施設でのグリーン社会に切り替える事が可能になります。
2050年の脱炭素社会の実現を目指すには「初期投資が必要」と問題点も数多くある中でESP方式は再エネ100%での提案且つ「公平性を保つ」事が可能です。
現在の自治体様でのグリーン社会に向けての導入が少ない理由は「入札」と現在の時代でグリーン社会を目指す導入手法が無い状況にあります。
現代の手法となる「ESP方式」が各自治体に導入された事でグリーン社会への活性化が見込め2050年の脱炭素社会に貢献が可能となります。
ESP方式は「公平性を保ち」かつ「独自性のある商材」になっております。官民連携事業の対象となる公共施設はすべての施設で対応可能です。

・
・

ESP方式は約19社の電力会社と取引を行っております。グリーン社会を目指して現在の排出係数からカーボンニュートラルを目指す
ご提案が可能になります。ESP方式は全国で弊社のみの独自性のある取り組みになります。
提案の新規性については従来の手法「入札によっての公平性がない」「価格重視による採用」「環境に特化した入札では無い」「電力会社が倒産した場合の補償なし」
ESP方式による手法「19社の電力会社から公平性に行う」「価格の根拠と環境をセットにした回答が可能」「電力会社が倒産や撤退があった場合の補償付き」
「環境による効果報告書など」レポート提出が可能になります。各自治体様での環境に対する取り組みも弊社で作成する事によりお客様の業務負担も改善が可能になります。

インフラの維持管理・修繕等 / 災害対策・復旧を見据えたインフラ整備・維持管理 / 無電柱化 / スモールコンセッション / グリーンチャレンジ / その他（ ）

【分野】 道路 / 橋梁 / 公園 / 上下水道 / 河川 / 港湾 / 遊休施設 / その他（ 電気を利用しして
るすべて

）【手法】 コンセッション / その他のPFI / 包括的民間委託 / その他（ 契約書の取り交わし
）

様式１



（団体名を記載）(株)bonds/(株)エネリンク
（提案タイトルを記載）ESP(エネルギー・サービス・プロバイダー）方式

令和６年度民間提案型官民連携モデリング事業 シーズ提案書（民間事業者）

②提案の概要

③課題解決のイメージ・効果

・

その他

・地方自治体としては政府が2050年までにガスの温室効果排出を全体としてゼロにする、カーボンニュー
トラルを目指すことに対する取り組みの発表が可能になります。また現在取り組みの少ない街路灯や
低圧動力など地球温暖化に対して定量的な効果が見込めます。多くの自治体が取り組まれてない
点になります。

・

ESP方式の導入実績は全国で約190自治体の導入実績がありますが全国約1,794自治体様に
対してはまだまだ導入実績が少ないです。ESP方式の利用が各自治体様ですすめばより多くの自治
体様が利用してクリーン社会に向けて活性化が見込まれます。

会社名（団体名） ：株式会社Bonds
担当部署：エコ・プロモーション事業部

担当者：正岡 秀通
連絡先（電話番号）：080-6687-3339 (045-287-7778)

導入条件：契約期間は１年ごとに契約の見直しを行います。コストは高圧施設は1施設1万円/月 低圧施設は1件100円/月ですが地方自治体の利用ボリュームに
よってコストの変動があります。イメージ図は下記のイメージになります。現在の電気代の予算枠内で業務委託費を頂いております。

メールアドレス：h.masaoka@bond-s.co.jp

提案の概要について、150字以内、2行以内でご記載ださい。 ・関連するテーマ・分野・手法を赤枠で示してください。その他の場合は（ ）内に記載してください。複数選択も可能です。

インフラの維持管理・修繕等 / 災害対策・復旧を見据えたインフラ整備・維持管理 / 無電柱化 / スモールコンセッション / グリーンチャレンジ / その他（ ）

【分野】 道路 / 橋梁 / 公園 / 上下水道 / 河川 / 港湾 / 遊休施設 / その他（ 電気を利用しして
るすべて

）【手法】 コンセッション / その他のPFI / 包括的民間委託 / その他（ 契約書の取り交わし
）

様式１


